
 

令和７年度 岡山県協同農業普及事業外部評価について 

 

１ 目 的 

   多様化する農業者等のニーズに対応し、高い普及指導

活動の成果を上げるためには、農業者や関係機関、団体

等と担い手確保や産地育成の課題、目標、戦略、役割分

担等を共有することが重要である。 

そこで、これらの関係者を評価委員とし、普及指導活

動の進め方や成果について検討するため、各農業普及指

導センターにおいて次のとおり普及指導活動検討会(外

部評価)を開催した。 

 

２ 実施概要 

普及指導
センター 

開催日 報告課題 評価委員 

備前広域 令和７年 
11 月 13 日 

「ぶどうの高品質生産と担い手の
確保・育成による継続的な産地力
強化」他３課題 

農業者 ４名 
関係機関 
(市町、農協他) 10 名 

東備 令和８年 
１月 28 日 

「持続可能な水田農業の担い手の
育成と経営発展」 

農業者 17 名 
関係機関 
(市町、農協他) 12 名 

備南広域 令和７年 
11 月 18 日 

「産地と６次産業化経営体の連携
による新商品開発」他２課題 

農業者 ９名 
関係機関 
(市町、農協他) 11 名 

井笠 令和８年 
１月 15 日 

「ぶどうの担い手の早期経営安定
と長期安定出荷による産地力強
化」他１課題 

農業者 ４名 
関係機関 
(市町、農協他) 15 名 

備北広域 令和８年 
１月 23 日 

「高梁の味ネットワーク活動支
援」他２課題 

農業者 ４名 
関係機関 
(市町、農協他) ８名 

新見 令和７年 
11 月６日 

「夏秋トマトの収量アップと新規
就農者の確保・育成」他２課題 

農業者 ５名 
関係機関 
(市町、農協他) ４名 

美作広域 令和７年 
11 月 27 日 

「水田農業の担い手育成と経営力
強化」他２課題 

農業者 ５名 
関係機関 
(市町、農協他) 10 名 

真庭 令和７年 
11 月 20 日 

「水田を守る担い手の確保・育成
と持続可能な水田農業の確立」他
２課題 

農業者 ３名 
関係機関 
(市町、農協他) 14 名 

勝英 令和７年 
12 月２日 

「次代へつなぐぶどう産地の育
成」他 1 課題 

農業者 ４名 
関係機関 
(市町、農協他) ５名 

 

 



 

３ 評価委員からの主な意見 

（１）備前広域農業普及指導センター 

「ぶどうの高品質生産と担い手の確保・育成による継続的な産地力強化」 

・新規就農者に対する濃密な現地指導を通して成果が現れている。技術習

得には個人差があるので、引き続き、きめ細やかな指導をお願いする。 

（２）東備農業普及指導センター 

「持続可能な水田農業の担い手の育成と経営発展」 

・夏の高温障害は、色々な作物で問題になっており、普及指導センター、

各市町と協力して、できるところから改善に向けて取り組んでいきたい。 

（３）備南広域農業普及指導センター 

「産地と６次産業化経営体の連携による新商品開発」 

・ごぼうの生産は、高齢化や畑の確保が難しいことから、減少する見込み

となっている。今後も高単価で売れるよう普及の活動に期待している。 

（４）井笠農業普及指導センター 

「ぶどうの担い手の早期経営安定と長期安定出荷による産地力強化」 

・規模縮小予定者と新規就農者等との園地のマッチングの重要性が明らか

となった。園地を減らさないよう、今後は流動化に重点をおいて新規就

農者の確保・育成に取り組みたいので、協力いただきたい。 

（５）備北広域農業普及指導センター 

「高梁の味ネットワーク活動支援」 

・ネットワークと関係機関の連携がよくできており、効率的な活動となっ

ていた。冬ギフトや常設コーナー等は地域内での活動ＰＲにつながって

おり、波及効果もあると感じる。 

（６）新見農業普及指導センター 

「夏秋トマトの収量アップと新規就農者の確保・育成」 

・栽培経験の浅い新規就農者へ対象を絞り込み、個別に重点指導すること

で、早期の技術習得を効率的に進めている。 

（７）美作広域農業普及指導センター 

「水田農業の担い手育成と経営力強化」 

・中山間地域でも利用可能なスマート農業導入を望む。後継者不足の原因

を踏まえて検討してほしい。 

（８）真庭農業普及指導センター 

「水田を守る担い手の確保・育成と持続可能な水田農業の確立」 

・ドローン湛水直播の成否は、マニュアル通りの管理ができるかどうかに

かかっている。きちんとマニュアル化し、来年度は全員がマニュアル通

り実施するように徹底していただくことが重要。 

（９）勝英農業普及指導センター 

「次代へつなぐぶどう産地の育成」 

・実務研修を修了した研修生の声を聴き、関係機関で研修の進め方や内容

の改善を検討してはどうか。 

 

４ 結果の活用 

  評価委員の意見を次年度以降の普及指導計画に反映させることで、より効

率的・効果的な普及指導活動を展開する。 


